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好な成績を得られる可能性が考えられる（Nakasato et al.，2012）． 
近年，癌治療においてグルコース類似物質である Deoxyglucose を 18F で標識した 18F-
FDG（2-deoxy-2-18F-fluorodeoxy-glucose）を用いた PET（positoron emission tomography）
検査が多用されている．18F-FDG PET/CT は化学放射線療法における治療効果の評価方法






2006年 4月から 2016年 10月の間に横浜市立大学附属病院口腔外科にて，術前治療とし
て逆行性超選択的動注化学放射線療法（40Gy）を施行し，化学放射線治療前および治療終
了 4週間後に 18F-FDG PET/CT を撮影し得た下顎歯肉扁平上皮癌 T4症例 15例（T4a：13
例、T4b：2 例）を対象とした．PET 画像における原発巣の FDG の集積を SUV を用いて
測定し，その最大値を SUVmax とした．動注化学放射線療法前後の原発巣における
SUVmaxをそれぞれ pre-SUVmax，post-SUVmaxと定義し，治療前後における SUVmax
の減少率（SUV減少率 ＝ [｛pre-SUVmax－post-SUVmax｝/ pre-SUVmax ] ×100%）を
算出した．動注化学放射線療法終了 4 週間後に行った手術で摘出した標本をもとに，治療
効果の評価を含む病理組織学的検索を行い，すべての癌細胞が消失したものを病理組織学
的 complete response（pCR）と定義し，pCRとNon-pCRに分類した．pCR群と Non-pCR
群において pre-SUV，post-SUV，SUV 減少率の値に差があるかどうか検討した．FDG-
PET/CT の分析によって得られた治療効果予測の正確性を判定するため，Receiver 
Operating Characteristic curve（ROC曲線）を用いてカットオフ値を設定し，AUC（area 
under the curve），感度，特異度，陽性的中率，陰性的中率を算出した． 
 
【結果】 
 Pre-SUVmaxは 4.7から 30.6で中央値は 10.5であった．Post-SUVmax は 2.9から 9.7
で中央値は 3.8であった．SUVmax減少率の平均値は 59.8%（標準偏差 15.3%）であった．
手術標本の病理組織学的検索で pCR は 6 例（40%），non-pCR は 9 例（60%）であった．
pCR群と non-pCR群に分け，pre-SUVmax，post-SUVmax，SUVmax減少率の比較をそ
れぞれ行った．その結果，両群における pre-SUVmax および post-SUVmax に差を認めな
かった．SUVmax減少率の比較では pCR群の平均値は 73.0%（標準偏差 11.1%），non-pCR
群の平均値は 51.1%（標準偏差 10.8%）であり，両者に有意差（p=0.002）を認めた（図 1）． 
 
 




p=0.003）となり，その感度は 0.83，特異度は 1，陽性的中率は 1，陰性的中率は 0.9 であ
った． 













FDG-PET/CT 検査で得られた SUVmax 減少率を用いることで，病理組織学的な治療効果
をあらかじめ判定し，その後の手術において拡大切除の回避や縮小手術を行うことができ
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